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論 文 の 内 容 の 要 旨
　加速器等で加速されたイオン（原子）を固体に入射させると、イオンと固体原子系との相互作用の結果と
して表面から二次粒子が放出される。このうち固体表面より放出される電子は二次電子と呼ばれ、固体内部
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スター実験の可能な施設が限られる（国内では高崎量子応用研究所と筑波大の 2ヵ所、世界でも約 10 ヵ所
の実験施設）ことも一因として考えられる。
　本学位論文の研究では、高速クラスター衝突特有の二次電子放出の抑制効果の解明を目的として進められ
た。筑波大のクラスター加速系（タンデトロン）を有効利用し、十分なマシンタイムを確保して試行錯誤に
よる装置開発と改良を行い、精度の高いクラスタービーム誘起の 2次電子分光測定を遂行している。特に、
新たに製作した二次電子利用のビームチョッパー系を使用することにより、0.1pA領域の微弱クラスターイ
オンビームでの電子分光実験を可能とした。また、絶縁体 KClのマクロな帯電を避けるために適切な温度制
御条件のもとで実験データが取得された。本研究はこれらの高度な実験技術と装置開発に支えられた部分が
899
大きい。
　本研究により、電離および電子励起、したがって電子的阻止能に関連する近接効果が誘電応答モデルによ
り統一的に理解できることが示されたといえる。本研究は、原子物理、放射線工学分野に、従来の単原子（あ
るいはイオン）衝突現象とは異なる多体系間の高速衝突について新たな知見をもたらしたのみでなく、クラ
スタービームの際立った特徴に基づく物質加工、生物・医学等への応用など、粒子線応用技術の基盤的知識
の拡大に寄与した点を高く評価できる。
　よって、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
